














早く患者・市民参画（Patient & Public Involve-
ment）が進められてきた。その方法論の一つと




























　2019 年 11 月 30 日受付














　通常，9～12 カ月かけて行われる EBCD サイ
クルは，主に以下の 6 つのステージ（図 1）から
構成される。
　1）　プロジェクトの立ち上げ
　2） 　非参与観察と in-depth インタビューによ
るスタッフの経験の収集













この手法を実践するために，2011 年に King’s 
Fund という財団によってオンライン・ツール
キットも開発され，現在は Point of Care Foun-
dation（2）という財団を通じて無料で入手できるよ




































421当事者経験にもとづく協働設計（Experience Based Co-Design＝EBCD）による認知症ケアの改善 
かかるプロセスである。同様の理由で回答者の約
半数は，トリガー映像の使用を省略していた。
　Donetto ら は， ネ ッ ト 調 査 に 引 き 続 い て，





















































































































































を意味する co- という接頭辞が付いたのが co-de-
sign である。実は EBCD が普及する前には Ex-







423当事者経験にもとづく協働設計（Experience Based Co-Design＝EBCD）による認知症ケアの改善 
デザイン」と訳している例も見かけるが，70 年











































































は，2009 年よりオックスフォード大学の Health 
Experience Research Group が開発した方法論を
用いて，病い体験の語りを集めたオンラインデー




語り」データベースには，35 名の介護者と 10 名








病床数 233 の地域中核病院であり，4 階は障害者






























































































































































　　日　時：2019 年 3 月 25 日 16 時～17 時
　　場　所：J 病院会議室












































































































































































429当事者経験にもとづく協働設計（Experience Based Co-Design＝EBCD）による認知症ケアの改善 
て利用者サイドでは患者家族の協力を仰ぐしかな
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